
平成30年3月第1回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨
・ 淡輪駅前の活性化策について

・ 淡輪駅の下りホーム側改札口設置について

・ バイパス開通前後の環境変化について

・ 孝子小学校の有効利用について

（１）
平成３０年度　新規重要政
策について

・
農業政策（農業公園）、漁業政策（浜の活力再生プラン）、林業政策
（森林公園）について詳しくお尋ねします。

（２）
管理職員特別勤務手当に
ついて

・
条例制定されているにも関わらず、岬町だけが支給されていませ
ん。至急改善しなければならないと考えるがいかがか。

（１）
阪神高速４号湾岸線延伸
について

・阪神高速４号湾岸線を岬町への延伸要望について

（２）
多奈川地域の公共下水道
計画について

・多奈川地区への公共下水道推進について

反保 多喜男 （１） 岬町のまちづくりについて ・今までの各部署の主要な成果と課題について

（１）
災害に強い町づくりについ
て

・ 災害発生時の避難所運営について

（２） ヘルプマークについて ・ 本町においてヘルプマークの現状はいかに

（３） 中小企業支援策について ・ 新たな取り組みはいかに

（４）
職員の定員管理計画につ
いて

・ 職員の定員管理計画の結果について

（５）
職場環境改善の取り組み
について

・ ５S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）の取り組みはいかに

（１） 子ども議会について ・

平成28年１月に子ども議会が開催されましたが、開催した結果どう
だったのか？そもそも子ども議会を開催した目的や理由はどこに
あったのか、結果を振り返りながら、今後も継続して開催していくの
かどうかなどをお聞きします。

（２） 買い物弱者対策について ・

今年はじめに、町内に数少ないスーパーマーケットの１つだった「マ
マショップ」がなくなり、特に淡輪地区にお住まいの高齢者を中心
に、買い物に行くことが困難になった方が増えています。過疎地域
においてはすでに全国的な課題となっている、いわゆる「買い物弱
者」対策ですが、岬町としても現に課題が浮き彫りとなり、今後を考
えても早急に対策を講じる必要があると考えます。その対策案をい
くつか示しながら、町としての見解をお聞きします。

（１）
”買い物難民”問題につい
て

・

淡輪駅前の「ママショップ」が閉店し、「買い物に困る」といった相談
が寄せられている。”買い物難民”問題は、全町的・将来的な課題と
してとらえ、町としても何らかの対策を検討していく必要があると考
えるが、町としての認識を問う。

（２）
介護保険（総合事業）につ
いて

・
今年度から「総合事業」が開始されている。利用者や家族の実情に
応じ、必要なサービスの提供が確保されているのか等、事業の運営
について確認する。

・
就学援助制度のうち、準要保護の入学準備金を入学前に支給する
自治体が増加している。子育て支援の観点からも、入学準備時期
に必要な支給を求める。岬町の考えを問う。

・
貧困と格差が広がるもとで、準要保護の認定基準の拡充が必要で
あると考えるが、いかがか。

就学援助制度について

坂原 正勝

孝子地区の将来について

（３）
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和田 勝弘

淡輪地区の将来について（１）
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